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下
さ
い
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町 

内 
 花 

 

夏て
 

よ

 

予ま

(

日
て夏に

 
 

りとす

 

人た

 

望に絡

 

寄し

 

寄

日時：８月９日(土)午後６時２０分 予備日は１０日(日) 
名称：Ｇｅｔ’ｓ花尻夏まつり    お楽しみ券の販売価格は 

場所：花尻ききょう公園内  大人が７００円、子供が５００円です

主催：花尻夏まつり実行委員会 
新 

聞 

発

行

責

任

者 

楠

木

忠

司 

編

集

者 

広

報

部 

 

各
商
店
・
事
業
所
・
医
院
の
皆
様

平
素
か
ら
町
内
会
活
動
に
対
し
ま
し

賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

を

 

さ
て
、
今
年
も
恒
例
の
夏
ま
つ
り

り
ま
し
た
。
先
日
の
５
月
２
５
日
に

会
』
を
設
置
し
、
具
体
的
な
内
容

い
ま
す
。 

に

 

内事義すのあ

去
る
５
月
２
５
日
（
日
）
午
後
６
時
よ
り
第
１
回

ま
つ
り
実
行
委
員
会
を
各
団
体
代
表
が
参
加
し

開
催
し
ま
し
た
。 

ま
ず
、
実
行
委
員
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
を
下
記
の

う
に
決
め
ま
し
た
。 

開
催
期
日
で
す
が
、
当
初
７
月
２
６
日
（
土
）
を

定
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
日
に
『
吉
備
・
陵
南

つ
り
』
が
予
定
さ
れ
、
８
月
１
日(

金)

～
３
日

)

ま
で
は
岡
山
夏
ま
つ
り
の
開
催
が
予
定
さ
れ

お
り
、
そ
の
二
週
間
を
さ
け
、
や
む
得
な
く
花
尻

ま
つ
り
を
８
月
９
日
（
土
）（
予
備
日
は
１
０
日
）

開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

名
称
は
『
ゲ
ッ
ツ
花
尻
夏
ま
つ
り
』
と
し
ま
し
た
。

お
楽
し
み
券
は
こ
の
度
も
販
売
す
る
こ
と
と
な

、
大
人
券
が
７
０
０
円
、
子
ど
も
券
が
５
０
０
円

し
ま
し
た
。
販
売
は
６
月
中
旬
か
ら
行
う
予
定
で

の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

お
楽
し
み
券
の
内
容
に
つ
い
て
は
大
人
券
が
婦

部
の
方
、
子
ど
も
券
が
育
成
会
の
方
で
ご
協
議
い

だ
く
予
定
に
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
舞
台
で
の
出
演
希
望
者
、
夜
店
の
出
店
希

者
は
７
月
１
３
日
（
日
）（
第
２
回
実
行
委
員
会
）

報
告
す
る
か
、
則
武
宣
弘
運
営
委
員
長
ま
で
ご
連

を
お
願
い
し
ま
す
。 

ま
た
、
今
回
も
各
事
業
所
、
商
店
、
医
院
等
に
ご

付
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
ど
う
か
、
ご
協
力
を
宜

く
お
願
い
し
た
し
ま
す
。 

楽
し
い
夏
ま
つ
り
に
す
る
た
め
、
ア
イ
デ
ア
を
お

商
店
、
事
業
所
、
医
院
の
皆
様

 

◎
多
く
の
団
体
、
町
民
の
出
店
を
！ 
 

夏
ま
つ
り
に
欠
か
せ
な
い
の
が
夜
店
で
あ
り
ま

す
。
例
年
各
団
体
、
町
内
会
の
事
業
所
、
町
内
有
志

の
皆
様
の
ご
協
力
を
頂
き
、
多
く
の
夜
店
の
出
店
が

あ
り
ま
す
。
今
年
も
出
店
に
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

す
。 

ま

 

な
お
、
出
店
ご
希
望
の
方
は
７
月
１
３
日
ま
で
に

連
絡
下
さ
い
。 

ご

 

舞
台
で
の
出
演
者
も
募
集
し
て
い
ま
す 

◎

 
 

今
年
の
夏
ま
つ
り
も
櫓
（
や
ぐ
ら
）
と
舞
台
を
作

り
、
出
演
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
基
本
的
に
は
町

内
の
団
体
、
同
好
会
、
グ
ル
ー
プ
を
対
象
と
し
ま
す
。

申
し
込
み
締
切
り
は
７
月
１
３
日
と
し
ま
す
。 

  夏まつり花尻実行委員会 

行委員長  楠木忠司(町内会) 

営委員長  則武宣弘(町内会) 

実行委員長 則武政都(町内会) 
             則武 聡(町内会) 
             則武虎政(親和会) 
             森安育夫(消防団) 
             堀 綾子(愛育委員会） 
             高垣千恵(交通安全母の会) 
             有木祥子(はとぽっぽ) 

務局長   太田 修(町内会) 

務局次長  田中繁樹(町内会) 
             則武 薫(婦人部) 
             藤岡恵子(育成会) 
             普門茂之(体 協) 

行委員 各団体役員 

        ※敬称略 
 

広いま力し

 

お

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

て
、
ご
支
援
と
ご
協
力

を
実
施
す
る
こ
と
と
な

『
夏
ま
つ
り
実
行
委
員

つ
い
て
協
議
を
行
っ
て

こ
の
夏
ま
つ
り
は
町

会
と
し
て
も
最
大
の

業
で
あ
り
ま
す
。
有
意

で
楽
し
い
ま
つ
り
に

る
た
め
に
も
皆
様
方

ご
協
力
が
不
可
欠
で

り
ま
す
。 

後
日
、
町
内
会
役
員
で

告
の
ご
依
頼
に
お
伺

を
致
す
予
定
で
あ
り

す
の
で
、
何
と
ぞ
ご
協

を
宜
し
く
お
願
い
致

ま
す
。 

ま
た
、
夜
店
の
出
店
も

願
い
し
ま
す
。 

 

に
広
告
の
お
願
い 
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の内れし

 

後し

 

まてのビ

天
候
に
も
恵
ま
れ
た

５
月
１
８
日
（
日
）
き

き
ょ
う
公
園
で
町
内

会
主
催
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
を
午
後

時
か
ら
、
１
０
チ
ー

、
６
０
人
が
参
加
し

催
し
ま
し
た
。 

開
会
式
で
は
則
武

町
内
会
副
会
長
挨

の
後
、
親
和
会
会
長

則
武
虎
政
さ
ん
よ 

。 

り
競
技
ル
ー
ル
の
説
明
が
あ

り
、
早
速
競
技
に
入
り
ま
し

た
。
各
選
手
と
も
一
打
一
打

重
に
プ
レ
ー
し
、
ま
た
、

互
い
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
た

、
盛
ん
な
拍
手
を
送
り
和

か
な
う
ち
に
競
技
が
進
み

し
た
。 

 

約
一
時
間
半
後
、
全
て
競

は
終
わ
り
、
閉
会
式
に
移

ま
し
た
。 

楽
し

 
 

く
三
世
代
交
流
が

き
ま
し
た 

 

で

団
体
優
勝
は
６
年
男
子
Ｂ
組  

個
人
優
勝
は
男
性
の
部
が
坂
本
敏
郎
さ
ん 

女
性
の
部
は
渡
辺
み
ど
り
さ
ん

小
学
生
の
部
は
片
山
達
雄
君 

町
内
会
主
催 
人とそたさた

 

通

た
。 

閉
式
会
の
後
、
全
員
で

片
づ
け
を
し
て
解
散

ま
し
た
。 

当
日
、
準
備
か
ら
運
営

で
一
手
に
引
き
受
け

頂
き
ま
し
た
親
和
会

皆
さ
ん
、
お
茶
の
サ
ー

ス
を
し
て
頂
い
た
婦

部
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

し
て
、
当
日
ご
参
加
い

だ
い
た
各
団
体
の
皆

ん
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し

。 な
お
、
成
績
は
下
記
の

り
で
す
。 

四

ー

 

※
親
和
会
は
辞
退 

位 

町
内
会
Ａ
チ

ム 

 

●
個
人
の
部 

〈
大
人
男
性
〉 

優
勝 

坂

敏
郎
さ
ん 

本

二
位 

谷 

正
勝
さ
ん 

三
位 

則
武
虎
政
さ
ん 

四
位 
風
早
一
郎
さ
ん 

大
人
女
性
〉 

勝 

渡
辺
み
ど
り
さ
ん 

位 

森
安
サ
ダ
子
さ

 ん

位 

熊
代
美
才
さ
ん 

位 

川
上
キ
ミ
さ
ん 

〈
小
学
生
の
部
〉 

優
勝 

片
山

雄
君 

達

位 

戸
田 

翔
君 

位 

梶
野
涼
太
君 

位 

金
井
優
綺
君 賞

風
早
一
郎
さ
ん 

ホ
ー
ル
イ
ン

〉 

片
山
達
雄
君 

本
町
）
、
女
性
代
表
と
し
て

武
美
知
子
さ
ん
（
あ
か
ね

）
を
選
出
し
ま
し
た
。
全

が
再
選
で
あ
り
ま
す
。 

次
に
則
武
会
長
よ
り
平
成

５
年
度
の
事
業
計
画
（
案
）

提
案
さ
れ
、
全
員
一
致
で

ま
り
ま
し
た
。 
１ム開

 

聡拶の
団
体
の
部
、
個
人
の
部

表
彰
が
則
武
宣
弘
町

会
副
会
長
よ
り
行
わ

、
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

●優二三
 

〈優二三四
お年寄りから子どもまで楽しくプレーしました
位 

育
成
会
Ｂ
チ
ー
ム 

ょ
う
町
）
、
砂
田
幸
正
さ
ん

方
に
ご
相
談
下
さ
い
。 
慎おりやま

 

技り
体
の
部 

団
勝 

６
年
生
男
子
Ｂ 

位 

育
成
会
Ａ
チ
ー
ム  

 

去
花
尻

度
総

が
出た

し

 

午
清
掃

会
長

挨
拶

あ
り

さ
ん

決
算

続
い

会
長

（
本に  
二三四（

 
 

 
 

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

て
、
役
員
改
選
に
移
り
、

に
は
則
武
虎
政
さ
ん

町
）
を
再
選
し
、
副
会

は
風
早
一
郎
さ
ん
（
き

）
、
町
内
会
各
種
行
事
へ
の

加
。
会
費
は
年
千
円
で
す
。

格
は
６
０
歳
以
上
の
方
で

。 希
望
の
方
は
各
地
区
役

 員
競技終了後、閉会式を行い、則武宣弘町内会副会
長より団体・個人入賞者に記念品が贈られました
長き（則町員

 

１が決
る
４
月
２
９
日
（
火
）

親
和
会
は
平
成
１
５
年

会
を
約
８
０
名
の
会
員

席
し
お
宮
で
開
催
し
ま

。 後
１
時
よ
り
の
お
宮
の

後
、
総
会
に
は
入
り
、

の
則
武
虎
政
さ
ん
よ
り

を
兼
ね
た
事
業
報
告
が

、
次
に
則
武
康
彦
会
計

よ
り
平
成
１
４
年
度
の

会
長
に
則
武
虎
政
氏
を
再

   

事
業
計
画
・
新
年
度

 

長（り

 

☆

 

な
親回ド回参資すごの
選 役
員
等
を
決
め
る 

最
後
に
今
年
入
会
さ
れ
た

谷
川
亀
吉
・
恵
美
子
夫
妻

み
ど
り
町
）
の
紹
介
が
あ

、
総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

加
入
さ
れ
ま
す
と
お
好
き

行
事
に
参
加
で
き
ま
す
。

和
会
の
行
事
と
し
て
年
２

の
親
睦
旅
行
、
グ
ラ
ウ
ン

ゴ
ル
フ
の
練
習
（
週
２

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す 
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月よ員お

体
代
表
者
１
６
人
が
参
拝

ま
し
た
。 

し

 

本
殿
に
は
お
供
え
物
が

飾
ら
れ
、
ま
ず
、
宮
総
代

の
森
安
二
三
郎
さ
ん
に
合

わ
せ
て
拝
礼
（
二
礼
、
二

拍
手
、
一
礼
）
を
行
い
ま

た
。 

し

 

続
い
て
、
乾
杯
を
行
い
、

懇
談
を
に
入
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
こ
れ
か
ら
も

町
内
会
と
し
て
お
宮
を
大

に
す
る
こ
と
が
必
要
。

っ
と
多
く
の
方
に
参
拝

て
も
ら
い
た
い
。
拝
殿

築
に
伴
う
寄
付
の
芳
名

の
作
成
、
掲
示
等
の
意

や
要
望
が
話
し
合
わ

、
お
互
い
に
親
睦
と
交

を
深
め
ま
し
た
。 

 

５
月
２
５
日
（
日
）
午
前

８
時
よ
り
町
内
一
斉
清
掃
が

町
民
約
８
０
０
人
が
参
加
し

行
わ
れ
ま
し
た
。 

て

 

そ
れ
に
先
立
ち
、
５
月
１

日
（
日
）
に
は
準
備
の
た

の
土
木
委
員
会
が
開
か
れ

ち
合
わ
せ
を
行
い
ま
し

。 

ま
た
、
当
日
は
朝
７

２
０
分
頃
か
ら
宣
伝
カ
ー

よ
り
参
加
を
要
請
す
る
行

を
行
い
ま
し
た
。 

 

集
合
予
定
時
間
の
午
前
８ 

に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
集
合 

場
所
に
三
々
五
々
集
ま

り
、
役
員
の
方
よ
り
出
欠

の
点
検
を
受
け
、
諸
注
意

が
伝
達
れ
、
早
速
、
道
路

や
用
排
水
路
、
公
園
の
清

掃
に
取
り
か
か
り
ま
し

。 用
排
水
路
に
は
半
年

間
に
ご
み
や
ヘ
ド
ロ

溜
ま
っ
て
お
り
、
じ
ょ

ん
で
す
く
い
上
げ
ヘ

ロ
は
直
接
車
に
積
み
、

み
は
袋
に
入
れ
て
収

し
ま
し
た
。 町民 800 人が参加して町内一斉清掃が行われ、ヘドロ

やごみ、草木がききょう公園に運ばれ、見る見るうちに
山と積まれました。そして、土木委員や役員の手で分別
が行われ整理がされました。 

 

道
路
や
笹
ヶ
瀬
川
の
堤
防

に
は
多
く
の
ご
み
が
投
げ
捨

て
ら
れ
て
お
り
、
空
き
缶
や

空
き
ビ
ン
は
分
別
し
て
袋
に

詰
め
て
収
集
、
草
は
袋
に
入

車
で
集
め
ま
し
た
。 

れ

 

集
積
場
の
き
き
ょ
う
公
園

に
は
町
内
一
円
か
ら
回
収
さ

れ
た
ご
み
が
次
々
と
集
め
ら

ま
し
た
。 

れ

 

ま
た
、
用
排
水
路
か
ら
回

収
さ
れ
た
ご
み
は
多
種
多
様

で
あ
り
、
空
き
缶
や
空
き
ビ

ン
は
勿
論
、
工
事
用
の
三
角

柱
、
ヒ
ュ
ウ
ー
ム
管
、
ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ
、
三
輪
車
、
が
れ

き
、
傘
等
々
が
捨
て
ら
れ
て

ま
し
た
。 

い

 

現
在
、
下
水
道
工
事
も
ほ

ぼ
終
わ
り
、
こ
れ
か
ら
家
庭

排
水
が
流
れ
な
く
な
る
と
、

も
っ
と
町
内
の
水
路
は
き
れ

に
な
る
と
思
い
ま
す
。 

い

 

約
２
時
間
で
清
掃
も
ほ
ぼ

終
わ
り
、
用
具
の
清
掃
や
後

づ
け
を
行
い
ま
し
た
。 

片

 

ま
た
、
参
加
者
に
は
ジ
ュ

ス
が
配
ら
れ
ま
し
た
。 

ー

  

参
加
さ
れ
た
皆
様
ご
苦
労

様
で
し
た
。 

好天に恵まれたみどりの日、親和会の皆様をはじめとして
町内会役員１００人が参加してお宮の清掃を行いました 

 

 
 

ま
た
、
こ
れ
か
ら
公
園

で
夜
間
の
花
火
や
爆
竹
、
集

団
で
騒
ぐ
な
ど
迷
惑
行
為
が

発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
警
察
か
町
内
会
三
役
ま

で
ご
連
絡
下
さ
い
。 
 

みスせ決の

 

定清

春
祭
り
の
準
備
と
し
て
４

２
９
日
（
祝
）
午
後
１
時

り
、
親
和
会
、
各
団
体
役

約
１
０
０
人
が
参
加
し
て

宮
の
清
掃
行
い
ま
し
た
。 

春
祭
り
で
は
だ
ん
じ
り
・

こ
し
の
行
進
や
行
灯
・
ポ

タ
ー
の
展
示
は
行
な
い
ま

ん
が
、
春
祭
り
の
期
日
は

め
、
お
宮
の
清
掃
、
お
宮

参
拝
は
行
い
ま
し
た
。 

お
宮
の
清
掃
当
日
に
は
予

時
間
の
午
後
１
時
前
に
は

掃
は
始
ま
り
ま
し
た
。 

議を

 

会た

 

春体

 

春り宮掲午

 

真
新
し
い
拝
殿
や
本
殿
の

清
掃
、
周
辺
の
草
刈
り
や
落

ち
葉
集
め
を
行
い
、
午
後
１

時
半
過
ぎ
に
は
お
宮
周
辺
は

見
違
え
る
よ
う
に
き
れ
い
に

り
ま
し
た
。 

な
最
後
に
、
楠
木
町
内
会
会

よ
り
御
礼
と
今
後
の
町
内

活
動
に
対
す
る
協
力
の
お

い
が
あ
り
、
各
自
に
ジ
ュ

ス
が
配
ら
れ
清
掃
は
終
わ

ま
し
た
。 

ま
た
、
当
日
は
白
石
か
ら

議
に
当
選
さ
れ
た
波
多
県 

春
祭
り
の
準
備
と
し
て
お
宮
の
清
掃
を
行
う 

各
団
体
よ

５
月
１
１
日
（
日
）
は
春
祭
り 

宮
総
代
、
各
団
体
代
表
事もし建録見れ流
１め打た時に動

 

頃

た

 

のがれドご集

 

長会願ーり

 

県

が
お
宮
に
訪
れ
、
挨
拶

頂
き
ま
し
た
。 

続
い
て
、
恒
例
の
親
和

総
会
が
行
わ
れ
ま
し

。 祭
り
当
日
に
は
各
団

役
員
が
お
宮
に
参
拝 

５
月
１
１
日
（
日
）
の

祭
り
の
日
に
は
だ
ん
じ

・
み
こ
し
の
行
進
や
お

で
の
行
灯
・
ポ
ス
タ
ー

示
は
行
い
ま
せ
ん
が
、

前
９
時
、
お
宮
に
各
団

り
１
０
０
人
が
参
加

お
宮
に
参
拝 



（４） 第３５７号       町 内 新 聞              平成１５年６月１日  発 行 

 
 
 
 
 
 

 

５
月
２
４
日
（
土
）
午
後

６
時
よ
り
組
合
員
４
０
人

（
委
任
状
１
５
名
）
が
出
席

し
、
共
同
受
信
施
設
組
合
の

２
回
目
の
総
会
を
開
催
し
ま

た
。 

し

 

当
初
、
こ
の
日
に
結
論
を

出
す
予
定
で
し
た
が
、「
数
名

の
反
対
が
あ
る
」
、
「
Ｊ
Ｒ
岡

山
支
社
の
方
か
ら
少
し
時
間

が
必
要
」
と
の
こ
と
で
結
論

は
先
送
り
し
た
も
の
の
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
に
移
行
を
前
提

協
議
を
進
め
ま
し
た
。 

に

 

ま
ず
、
楠
木
組
合
長
か
ら

今
ま
で
の
説
明
（
Ｊ
Ｒ
と
協

議
内
容
、
移
行
し
た
場
合
の

概
略
内
容
）
を
行
い
、
続
い

て
、
オ
ニ
ビ
ジ
ョ
ン
の
東
さ

ん
よ
り
「
オ
ニ
ビ
ジ
ョ
ン
へ

の
移
行
に
つ
い
て
」
説
明
を

受
け
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は

①
現
在
の
テ
レ
ビ
共
同
受
信

設
備
は
、
全
て
オ
ニ
ビ
ジ
ョ

ン
の
設
備
に
変
更
す
る
。
②

変
更
に
あ
た
っ
て
費
用
の
個

人
負
担
は
な
い
。
③
現
在
視

聴
し
て
い
る
７
チ
ャ
ン
ネ
ル

の
地
上
波
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教

育
、
山
陽
放
送
、
西
日
本
放

送
、
テ
レ
ビ
岡
山
、
瀬
戸
内
海

放
送
、
テ
レ
ビ
せ
と
う
ち
）
プ

ラ
ス
地
域
に
密
着
し
た
オ
ニ

ビ
ジ
ョ
ン
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

チ
ャ
ン
ネ
ル
は
無
料
で
視
聴 

で
き
る
。
④
多
チ
ャ
ン
ネ
ル

（
３
５
チ
ャ
ン
ネ
ル
＋
Ｆ
Ｍ

８
波
）
を
視
聴
す
る
場
合
は

有
料
（
月
２
３
０
０
円
）
と

な
る
。
但
し
、
ホ
ー
ム
タ
ー

ミ
ナ
ル
取
り
付
け
な
ど
の
工

事
費
は
無
料
で
す
。
⑤
Ｃ
Ａ

Ｔ
Ｖ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
希

望
す
る
方
は
、
オ
ニ
ネ
ッ
ト

に
申
し
込
む
。
工
事
代
一
式

（
加
入
金
、
登
録
料
含
む
）

約
２
４
０
０
０
円
（
通
常
）、

利
用
料
は
月
３
８
０
０
円

（
プ
チ
バ
ン
ド
、
使
い
放
題
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
料
金
不

、
他
の
コ
ー
ス
有
）で
す
。 

要

 

次
に
負
担
額
の
関
係
で
す

が
、
★
今
ま
で
通
り
の
チ
ャ

ン
ネ
ル
が
見
え
れ
ば
良
い
…

一
切
負
担
は
な
し
（
こ
れ
か

ら
も
ず
っ
と
）、
★
オ
ニ
ビ
ジ

ョ
ン
に
加
入
す
る
方
…
工
事

代
は
無
料
、
利
用
料
が
月
２

３
０
０
円
。
★
オ
ニ
ネ
ッ
ト

工
事
代
、
登
録
料
一
式
約
１

５
０
０
０
円
（
特
別
料
金
）、

月
額
利
用
料
３
８
０
０
円
、

★
オ
ニ
ビ
ジ
ョ
ン
と
オ
ニ
ネ

ッ
ト
両
方
に
加
入
…
工
事

代
、
一
式
約
１
１
０
０
０
円
、

月
額
利
用
料
５
８
０
０
円
で

。 

す

 

但
し
、
こ
の
内
容
、
条
件

は
組
合
員
の
み
で
す
。 

平成１５年度陵南学区体育協会
に決まっています。皆様方のご参加
 尚、参加ご希望の方は花尻体協
下さい。 
 
◎ソフトボール大会  平成 15

平成 15 年
◎バレーボール大会   平成 15 年
                    平成 15 年
◎学区民体育大会    平成 15 年
◎陵南フェスタ     平成 15 年
◎バトミントン大会   平成 16 年
◎卓球大会       平成 16 年
※場所はソフトボール大会のみ撫川
校）です。他の種目・行事は陵南小

 

陵
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
の
清
掃
参
加
の
お
願
い 

  

６
月
は
花
尻
町
内
会
の
清
掃
当
番
に
な
っ
て
い
ま
す
。

各
団
体
の
皆
様
の
ご
参
加
を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

★
日 

時 

平
成
１
５
年
６
月
１
５
日
（
日
） 

午
前
１
０

時 ★
場 

所 

陵
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ハ
ウ
ス
（
幼
稚
園
の
南
）

ィ

★
参

者 
 

各
団
体
役
員
の
方 

加
準 

備 
 

別
に
何
も
い
り
ま
せ
ん 

★

 
 

※ 

当
日
は
現
地
に
集
合
で
す
。
車
で
行
か
れ
る
方
は

で
き
る
だ
け
乗
り
合
わ
せ
て
ご
参
加
下
さ
い
。 

花
  

線
電
波
障
害
共
聴
ア
ン
テ
ナ
）総
会
を
開
催 

尻
地
区
テ
レ
ビ
共
同
受
信
施
設
組
合
（新
幹 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
（
オ
ニ
ビ
ジ
ョ
ン
）
移
行
に
前
向
き 

  ９出協入ョ徴促

 

ン徴意な加
かョ屋不番の生すー
行
い
、
オ
ー
ナ
ー
会
議
を
持

っ
て
依
頼
を
し
て
い
く
等
を

め
ま
し
た
。 

決

 

オ
ー
ナ
ー
の
方
の
ご
協
力

お
願
い
し
ま
す
。 

を

  

次
に
町
内
会
加
入
促
進
に

い
て
協
議
し
ま
し
た
。 

つ

 

①
町
内
居
住
者
調
査
で
町

内
会
加
入
促
進
を
図
る
。
そ

の
場
合
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に

は
気
を
付
け
る
。
②
加
入
し

な
い
世
帯
に
つ
い
て
は
再
度

の
要
請
を
行
う
。
そ
の
場
合
、

ア
パ
ー
ト
居
住
者
は
オ
ー
ナ

ー
に
協
力
を
要
請
す
る
。
ま

た
、
市
よ
り
配
布
の
町
内
会

加
入
の
し
お
り
の
活
用
す

る
。
②
入
会
金
は
転
出
す
る

場
合
、
返
還
す
る
。
但
し
、

申
告
が
あ
っ
た
場
合
の
み
。

③
同
居
世
帯
と
は
、
同
一
敷

地
内
に
居
を
構
え
る
世
帯
と

す
る
等
を
決
め
ま
し
た
。 

主催の事業計画が下記のよう
をお待ちしています。 

会長（普門茂之）までご連絡

年  6 月 29 日 (予備日 7/6)
10 月 19 日(予備日 10/26) 
 6 月 22 日 
11 月 23 日 
9 月 28 日(予備日 10/5) 
11 月 9 日(予備日 11/16) 
2 月 15 日 
3 月７日 

グラウンド（予備日は陵南小学
学校で行います。 

 

防
犯
・
防
火
部
会
を
左
記
の
よ
う
に
開
催
し
ま 

す
。

員

方
の
ご
出
席
を
お

い
し
ま
す
。 

部

の

願

★
日

時

６
月
１
０
日

火
） 

午
後
６
時
３
０
分 

 
 

（

★
場 

所

町
内
集
会
所 

  

★
出
席
者

 

防
犯
・
防
火
部
員
、
町
内
会
三
役 

 

協
議
題 

危
険
個
所
の
点
検
、
防
犯
灯
の
設
置
他 

★

   

『
町
内
居
住
者
調
査
」
協
力
の
お
願
い 

 

町
内
会
名
簿
作
成
と
町
内
会
加
入
促
進
を
行
う
た

め
、
６
月
中
旬
よ
り
「
花
尻
町
内
居
住
の
全
戸
」
を
対

と
し
て
居
住
者
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
調
査
へ
の
協

力
と
町
内
会
加
入
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

  象
尚
、
調
査
方
法
徹
底
の
た
め
役
員
会
を
開
催
し
ま
す

組

が

 

、
町
内
会
名
簿
作
成
に 

織
部
会
を
開
催 

組
織
部
員
８
人

出
席 

町
内
会
加
入

 
 

 
 

 
 

伴
う
調
査
等
に
つ
い
て
協
議 

第
１
回
組
織
部
会
は
５
月

日(

金)

組
織
部
員
８
人
が

席
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

議
内
容
は
①
町
内
会
未
加

世
帯
へ
の
ご
み
ス
テ
ー
シ

ン
管
理
維
持
料
３
千
円
の

収
方
法
、
②
町
内
会
加
入

進
策
で
あ
り
ま
し
た
。 

ま
ず
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

の
維
持
管
理
料
３
千
円
の

収
に
つ
い
て
は
、
多
く
の

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
主

意
見
と
し
て
、
①
町
内
会

入
促
進
が
先
で
は
な
い

。
②
ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ

ン
の
オ
ー
ナ
ー
や
不
動
産

の
徴
収
を
含
め
、
協
力
が

可
欠
で
あ
る
。
③
ご
み
当

へ
の
参
加
を
徹
底
す
る
等

意
見
が
出
さ
れ
、
保
健
衛

部
と
の
合
同
部
会
を
開
催

る
。
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
ア
パ

ト
の
オ
ー
ナ
ー
の
点
検
を 


